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S1 − 1　　 家族性高コ レス テ ロ ール血 症 （FH ）の 心血 管および頚動脈病変 に対す る

LDL アフ ェ レシ ス （LA ）の 長期効果 と限界

医療法人天 神会新古賀病院循環器内科 ※ 、古賀病院腎臓 内科 ※ ※ 、同血漿交換室 ※ ※※

○占賀伸彦※、佐藤隆 ※ ※ 、岩本ひ とみ ※※※、中園和子※ ※※

【目的と方法】6年以上の 長期間LA を施行 した自験例 11症例 （ホモ接合体 FH2 例、ヘ テ

ロ 接合体 FH9 例）につ い て、冠動脈造影、頚動脈エ コ ー、心エ コ ーを用い て経時 的に 観

察 し、 LA の 治療 効果 と限界に つ い て検討 した。

【結果】冠動脈造影で は、ホモ FH2 例 は進行 し、ヘ テロ FH9 例中3例に退縮、2例は不変、

4例に 進展がみ られた。心事故 は 11例中6例にみ られたが、治療開始時に左室瘤が存在 した

低心機能の 1例 を除 き非致死性 であ っ た 。 頚動脈エ コ ーで は9例に プ ラークの 進行がみ られ、

1例は不変、退縮は 1例で あっ た 。 早期の動脈効果の指標である内膜中膜複合体 （IMT ）

の 進展度はヘ テロ FH で は著 しく抑制された。プラー クの 進行の 著しか っ た症例は、　 LA

開始時よ り既に進行 したプラー クを有してい たが、 LA 開始時の 動脈病変が軽度の 症例で

は進行も軽度であ っ た。心エ コ ー図では、ホモ F　H2 例 とも大動脈弁次いで 憎帽弁病変の

進展 がみ られ た。
ヘ テロ FH で も同様の 傾向が認め られたが 、軽度の 変化で あ っ た。

【結論】画像診断におい て 動脈硬化病変の 進行す る以前に LA を開始す る こ とが病変の 進

行抑制に 有用である こ とが示唆 された。ホモ FH につ い て は冠動脈および大動脈弁、僧帽

弁狭窄へ の進展阻止が今後の 課題で あ る 。

S1 − 2　　 ヘ テ ロ接合体性 家族惟高 コ レ ステ ロ ール 血症患者に対 す るLDL 一ア フ ェ レー

シス の 長期効果
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　家族性高コ レス テ ロ ール （CHOL ）血症（FH ）は高LDI！ CHOL 血症 と早発性冠 動脈硬化 症

を特徴 とす る常染色体性優性遺伝疾患で あ る 。 ホ モ FH に対 して は薬物療法の 効 果は 期

待で きない の で 、 LD レ ア フ ェ レー シス が適 応 とな る。 既に 冠動脈疾患 を合併 して い る

ヘ テ ロ FH 例 に も強力な CHOL 低 下療法が望 まれ るが 、 薬物療法だ けで 治療 目標 を達 成

で きない こ とが少 な くな い 。 こ の ような症例 に対 して もLD レ ア フ ェ レー シス が適応 と

な る 。 今回われ われ は ヘ テ ロ FH 患者の うち 、冠 動脈 造影 を行 っ て 有意 冠動脈 狭窄 を 認

め た 130例を、 CHOL 低 下剤薬だ け で治療 し た87例 と 、 さ らにLDL 一ア フ ェ レ
ー

シ ス を併

用 した 43例 に分 け平均 6年間経過観察 し、 心血 管イベ ン トの 発症 率 をKaplan−Mcier法 で

検討 した 。 両群で 血 清CHOL 、
　 LDI ！ CHOL 、

　 HDL −CHOL が減 少 したが 、　 LD レ CHOL は

LD レ ァ フ ェ レー シ スで は285 ±27mg ！dlか ら 120±31mgfdlへ 58％ 低下 した が、 薬

剤治療群で は 232±51mg ！dlか ら 166±59　mg ！dlへ 28％減少 した 。 すべ て の 冠 動脈

イ ベ ン トを両 群で 比較 した が 、 薬剤治療群の 36％に対 して 、 LDレ ア フ ェ レー シス 群 で

は 1〔〕％ と少なか っ た（
− 72％）。 長期問の LDL 一ア フ ェ レ

ー
シ ス は重篤な副佳用な く、 また

ア ル ブ ミン な ど他 の 血 漿成分 を全 く補給 す るこ とな く継 続で きた 。 結語 ：冠動脈疾患

を伴 う重症ヘ テ ロ FH 患者の 治療 に LDL 一ア フ ェ レ
ー シス は有用で あ っ た。
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